
川越地区消防組合

火事・救急・救助は119番　消防テレホンサービス ℡223-0700  ＊かけまちがいにご注意ください。

消防だより2015.2月号平成26年度全国統一防火標語『もういいかい 火を消すまでは まあだだよ』平成26年度全国統一防火標語『もういいかい 火を消すまでは まあだだよ』

川越地区消防組合

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
応
急
手
当
を
学
び
ま
し
ょ
う

2015.2
第３０号

春の全国火災予防運動が実施されます
～実施期間：３月１日から３月７日の１週間～

　毎年、春の火災予防運動期間中に、幼年消防クラブ絵画展を開催し

ています。園児たちの描く個性あふれた消防車などの絵をぜひご覧く

ださい。皆さまのご来場お待ちして

います。

【開催日時・場所】

●2月28日㈯

午前10時30分～午後4時

アトレ6階コミュニティールームＡ

●3月1日㈰午前11時～午後4時　川越市市民会館

　消防局予防課　℡２２２－０７４４

虹 色 通 信 ～幼年消防クラブ絵画展～

川
越
地
区
消
防
組
合
定
例
表
彰
式

　
消
防
音
楽
隊
第
10
回
定
期
演
奏
会

　
川
越
市
市
民
会
館
で
定
例
表
彰
式
と
消
防
音
楽
隊
定
期

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

開 

催 

日
　
平
成
27
年
３
月
１
日
㈰

●
川
越
地
区
消
防
組
合
定
例
表
彰
式

　
開
式
時
間
　
午
後
１
時

　
閉
式
時
間
　
午
後
２
時

　
管
理
者
（
川
越
市
長
）
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰

●
川
越
地
区
消
防
組
合
消
防
音
楽
隊
第
10
回
定
期
演
奏
会

　
開
演
時
間
　
午
後
２
時
30
分

　
閉
演
時
間
　
午
後
４
時
（
予
定
）

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
を
お
聴
き
く

だ
さ
い
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

番
号
が
変
わ
り
ま
す

　
火
災
等
の
災
害
情
報
案
内
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
変
わ
り
ま
す
。

変
更
前
　
「
０
４
９‐

２
２
３‐

０
７
０
０
」

変
更
後
　
「
０
１
８
０‐

９
９
４‐

３
１
０
」

　
こ
の
番
号
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
災
害
発
生
場
所
、
災

害
種
別
を
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
多
数
の
人
が
同
時
に
災
害
情
報
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課 

℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

平成25年度決算 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出
※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
県支出金（一定の事業に使いみちを特定して県から交付されるもの）
国庫支出金（一定の事業に使いみちを特定して国から交付されるもの）
歳入合計

4,350,933,509円
6,254,327円
541,140円

166,941,258円
22,803,387円
164,600,000円
1,093,680円
26,864,000円

4,740,031,301円

（91.8％）
（ 0.1％）
（ 0.0％）
（ 3.5％）
（ 0.5％）
（ 3.5％）
（ 0.0％）
（ 0.6％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
歳出合計

5,122,027円
3,166,858円

4,334,828,345円
204,537,785円

4,547,655,015円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（95.3％）
（ 4.5％）

□発行／川越地区消防局　総務課
　　　　〒350-0823川越市神明町48-4　℡ 049-222-0741
　　　　http://www.119kawagoechiku.jp/

2015.2
第30号

平成26年中の火災・救急・救助件数

119番通報回数は24,765件でした。

火　災
救　急
救　助

１３２ 件
１６，１４３ 件

１８７件

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
人
命
救
助
・
消
火
・
救
急
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防

局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
人
命
救
助
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
小
仙
波
町
二
丁
目
　
　
　
納
所
憲
伸
さ
ん

◎
消
火
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
大
字
藤
間
　
　
　
　
　
　
青
田
武
二
さ
ん

・
川
越
市
大
字
大
仙
波
　
　
　
　
　
肥
塚
智
宏
さ
ん

・
川
越
市
仙
波
町
三
丁
目
　
　
　
　
菊
田
茜
利
さ
ん

・
川
越
市
大
字
小
堤
　
　
　
　
　
　
柏
井
喜
代
恵
さ
ん

・
川
越
市
大
字
下
広
谷
　
　
　
　
　
櫻
井
琢
磨
さ
ん

・
坂
戸
市
大
字
中
小
坂
　
　
　
　
　
内
田
航
輝
さ
ん

◎
救
急
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
旭
町
一
丁
目
　
　
　
　
　
松
井
　
茂
さ
ん

・
川
越
市
大
塚
二
丁
目
　
　
　
　
　
引
地
節
子
さ
ん

・
東
京
都
足
立
区
西
伊
興
一
丁
目
　
鶴
巻
達
之
さ
ん

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

の
う
し
ょ

じ

た
け

せ
んよ

あ
お

た

ひ
ろ

ち

ひ

づ
か

し
ん

け
ん

き
く

た

り

た
く

さ
く
ら
い

ま

こ
う

う
ち

だ

き

ま
つ

い

し
げ
る

せ
つ

ひ
き

ち

こ

た
つ

つ
る
ま
き

ゆ
き

か
し
わ
い

し

え

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
命
の
大
切
さ
と
応
急
手
当
の
重
要
性
を
学
び
、
救
命

技
能
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
、
11
月
21
日
、
市
立
霞
ヶ
関
北
小
学
校

五
年
生
105
名
を
対
象
に
救
命
入
門
コ
ー
ス
の
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
救

急
隊
員
の
披
露
す
る
愉
快
な
寸
劇
や
、
３
択
ク
イ
ズ
で
応
急
手
当
の
目
的

や
必
要
性
を
学
ん
だ
小
学
生
た
ち
は
、
訓
練
用
の
人
形
を
使
い
、
心
肺
蘇

生
法
の
手
順
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　
「
身
近
な
人
が
急
に
倒
れ
た
時
に
、
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
！
」

と
意
気
込
み
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
小
学
生
は
体
重
が
軽
い
の
で
思

い
の
ほ
か
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
が
難
し
く
苦
戦
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
で
は
め
げ
な
い
小
学
生
た
ち
、
休
憩
時
間

も
率
先
し
て
自
主
的
に
訓
練
す
る
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
訓
練
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

手
順
を
理
解
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
学
校
以
外

で
は
ど
ん
な
場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
」
、
「
時
間
帯
に
よ

っ
て
使
え
な
い
場
合
は
な
い
か
」
な
ど
話
し
合
う
場
面
も
あ
り
、
積
極
的

に
考
え
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
講
習
の
終
わ
り
に
は
、
命
を
救
う
こ
と

の
難
し
さ
と
自
分
た
ち
が
担
う
役
割
の
重
要
さ
を
感
じ
、
一
段
と
引
き
締

ま
っ
た
表
情
で
参
加
証
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
を
き
っ
か
け
に
、
救
命
リ
レ
ー
の
第
一
走
者
と
し
て
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２
‐
０
１
６
０

『
当
消
防
局
で
は
、
毎
月
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
』

　
突
然
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人
を
救
う
た
め
に
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
応
急
手
当
を
学
ん
で
、
知
識
と
技
能
を
身

に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※

救
命
講
習
の
詳
し
い
内
容
等
（
団
体
で
の
申
し
込
み
も
可
能
）
は
、

　
当
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
救
急
課
又
は

　
お
近
く
の
消
防
署
、
分
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



ー２ー火事・救急・救助は119番ー３ー 火事・救急・救助は119番

　
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
が
災
害

に
遭
遇
し
た
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
の
中
か
ら
最
善

の
行
動
を
考
え
選
択
し
、
自
ら
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
住
民
の
一
人
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
　
℡
２
３
４‐

０
１
１
９

　
平
成
26
年
11
月
25
日
、
川
越
運
動
公
園
・
総
合
体
育
館

に
お
い
て
「
埼
玉
県
・
川
越
市
国
民
保
護
実
動
訓
練
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
武
力
攻
撃
や
、
大
規

模
な
テ
ロ
が
発
生
し
た
際
に
国
、
都
道
府
県
、
自
治
体
、

医
療
機
関
等
が
相
互
に
連
携
を
し
て
、
住
民
の
避
難
や
救

援
措
置
等
を
行
い
、
緊
急
事
態
へ
の
対
処
能
力
の
向
上
を

図
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
会
場
で
、
化

学
剤
と
爆
発
物
を
用
い
た
テ
ロ
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

の
も
と
、
12
団
体
、
約
700
人
が
訓
練
に
参
加
し
、
緊
急
事

態
へ
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
当
消
防
局
に
お
い
て
は
、
化
学
防
護
服
と
い
う
特
殊
な

装
備
を
着
装
し
た
隊
員
に
よ
る
救
出
・
救
助
活
動
及
び
負

傷
者
に
付
着
し
た
有
害
物
質
を
洗
い
流
す
除
染
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
負
傷
者
の
迅
速
な
救
急
搬
送
を
実
施
し
ま

し
た
。

平成２６年度全国統一防火標語 もういいかい  火を消すまでは  まあだだよ平成２６年度全国統一防火標語 もういいかい  火を消すまでは  まあだだよ

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　
大
規
模
な
テ
ロ
等
の
緊
急
事
態
に
備
え
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
関
係
諸
機
関
と
連
携
強
化
を
図
り
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐
５
８
９
１

　
平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
間
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
の
意
識
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な

ど
を
中
心
と
す
る
被
災
者
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
建
物
の
周
囲
や
敷
地
内
に
紙
く
ず
や
廃
材
な
ど
燃

え
や
す
い
も
の
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
時
、
場
所
に
出
し
て
い
ま

す
か
？

○
玄
関
、
物
置
、
車
な
ど
を
施
錠
し
て
い
ま
す
か
？

○
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー
は
防

炎
製
品
を
使
用
し
て
い
ま
す
か
？

○
郵
便
受
に
、
新
聞
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
達
さ
れ
た
ま

ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
洗
濯
物
の
取
り
込
み
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
用
部
分
を
物
置
が
わ
り
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
か
ご
に
、
物
を
置
い
た
ま
ま

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
外
出
時
、
お
や
す
み
前
、
ド
ア
や
窓
な
ど
を
施
錠

し
て
い
ま
す
か
？

○
家
族
で
放
火
防
止
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す

か
？

「
放
火
さ
れ
な
い
よ
う
に
目
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
」

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

認
定
救
急
救
命
士
に
よ
る
新
た
な
処
置
を
開
始

患
者
等
搬
送
事
業
者
を
認
定
し
ま
し
た

川
越
市
障
害
者
福
祉
課

電
　

話
　

番
　

号
　
０
４
９‐

２
２
４‐

５
７
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
　
０
４
９‐

２
２
５‐

３
０
３
３

Ｅ-m
ail sh

o
gaish

a@
city.kaw

ago
e.saitam

a.jp

川
島
町
健
康
福
祉
課

電
　

話
　

番
　

号
　
０
４
９‐

２
９
９‐

１
７
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
　
０
４
９‐

２
９
７‐

６
０
８
７

Ｅ-m
ail fu

ku
sh
i@
to
w
n
.kaw

ajim
a.saitam

a.jp

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX
２
２
５‐

２
５
６
４

　
救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
救
急
救
命

士
の
処
置
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に

次
の
処
置
を
平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

【
心
肺
機
能
停
止
前
の
静
脈
路
確
保
及
び
輸
液
】

　
こ
れ
ま
で
心
肺
機
能
停
止
状
態
の
傷
病
者
に
の
み
実

施
が
認
め
ら
れ
て
い
た
静
脈
路
確
保
及
び
輸
液
（
点
滴
）

が
、
血
圧
が
急
激
に
低
下
し
た
生
命
に
危
険
が
あ
る
傷

病
者
に
対
し
て
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
血
糖
測
定
及
び
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与
】

　
低
血
糖
発
作
が
疑
わ
れ
る
傷
病
者
に
対
し
て
血
糖
値

を
測
定
し
、
必
要
に
応
じ

て
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与

し
ま
す
。

　
新
た
な
処
置
を
実
施
で

き
る
救
急
救
命
士
は
、
所

定
の
講
習
を
修
了
し
た
認

定
救
急
救
命
士
で
、
現
在
、

９
名
で
運
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
継
続
し
て

養
成
を
図
り
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
当
消
防
局
で
は
、
平
成
26
年
９
月
30
日
、
要
件
を
満

た
し
た
事
業
者
『
合
資
会
社
　
ケ
ア
ラ
イ
フ
・
ソ
フ
ト
』

に
対
し
、
第
１
号
と
な
る
患
者
等
搬
送
事
業
者
認
定
証

を
交
付
し
ま
し
た
。

　
患
者
等
搬
送
事
業
と
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
車
椅

子
等
を
用
い
て
患
者
等
を
医
療
機
関
へ
の
入
退
院
、
通

院
及
び
転
院
並
び
に
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
送
迎
を
行

う
事
業
で
す
。

　
ま
た
、
認
定
を

受
け
た
事
業
者
の

搬
送
用
自
動
車
に

は
、
応
急
手
当
の

講
習
を
修
了
し
た

乗
務
員
が
乗
車
し
、

応
急
手
当
に
必
要

な
資
器
材
を
積
載

し
て
い
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
聴
覚
・
言
語
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
１
１
９
番

通
報
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
通
報
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
Ｗ
ｅ
ｂ
機
能
を
利
用
し
て
１
１
９
番
通
報

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
音
声
に
よ
る
通
報
が
困
難
な
方
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
川
越
市
及
び
川
島

町
か
ら
簡
単
に
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
運
用
開
始
　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

●
対
　

象
　

者
　
川
越
市
又
は
川
島
町
に
在
住
し
、
聴
覚

障
が
い
又
は
音
声
・
言
語
機
能
障
が
い
を
事
由
と
し
て
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
音
声
に
よ
る
１

１
９
番
通
報
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
登
録
制
で
す
。
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
利
用
を
希

望
さ
れ
る
携
帯
電
話
又
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参
し
、

川
越
市
在
住
の
方
は
川
越
市
障
害
者
福
祉
課
で
、
川
島

町
在
住
の
方
は
川
島
町
健
康
福
祉
課
で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 Ｗ

ｅ
ｂ
を
利
用
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
開
始
し
ま
す

中
学
生
を
対
象
に

災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）が
行
わ
れ
ま
し
た

「
埼
玉
県
・
川
越
市
国
民
保
護
実
動
訓
練
」に

参
加
し
ま
し
た

血糖値の測定

利用イメージ

　
平
成
26
年
９
月
１
日
、
市
立
鯨
井
中
学
校
に
お
い
て
、

全
校
生
徒
を
対
象
と
し
た「
災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）」

が
行
わ
れ
、
消
防
職
員
も
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
デ
ィ
グ
）
と
は
、
Ｄ
ｉ
ｓ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ

（
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
＝
災
害
）
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
想
像
力
）
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ
（
ゲ

ー
ム
）
の
頭
文
字
を
と
っ
て
命
名
さ
れ
た
訓
練
で
す
。

こ
の
訓
練
は
地
図
を
使
用
し
て
行
う
た
め
、
場
所
や
資

器
材
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
、
問

題
点
や
こ
れ
か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な
ど

を
見
つ
け
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
帰
宅
途
中
に
地
震
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
、
実
際
に
生
徒
が
通
学
し
て
い
る
地
域

の
地
図
を
使
用
し
、
災
害
情
報
等
を
記
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
自
身
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
良
い
か

を
考
え
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
皆
、
真
剣
に
考
え
、

た
く
さ
ん
の
良
い
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地図を作成して地域を見直します！

放火を防ぐ１０のチェックポイント
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こ
の
よ
う
な
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
が
災
害

に
遭
遇
し
た
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
の
中
か
ら
最
善

の
行
動
を
考
え
選
択
し
、
自
ら
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
住
民
の
一
人
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
　
℡
２
３
４‐

０
１
１
９

　
平
成
26
年
11
月
25
日
、
川
越
運
動
公
園
・
総
合
体
育
館

に
お
い
て
「
埼
玉
県
・
川
越
市
国
民
保
護
実
動
訓
練
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
武
力
攻
撃
や
、
大
規

模
な
テ
ロ
が
発
生
し
た
際
に
国
、
都
道
府
県
、
自
治
体
、

医
療
機
関
等
が
相
互
に
連
携
を
し
て
、
住
民
の
避
難
や
救

援
措
置
等
を
行
い
、
緊
急
事
態
へ
の
対
処
能
力
の
向
上
を

図
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
会
場
で
、
化

学
剤
と
爆
発
物
を
用
い
た
テ
ロ
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

の
も
と
、
12
団
体
、
約
700
人
が
訓
練
に
参
加
し
、
緊
急
事

態
へ
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
当
消
防
局
に
お
い
て
は
、
化
学
防
護
服
と
い
う
特
殊
な

装
備
を
着
装
し
た
隊
員
に
よ
る
救
出
・
救
助
活
動
及
び
負

傷
者
に
付
着
し
た
有
害
物
質
を
洗
い
流
す
除
染
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
負
傷
者
の
迅
速
な
救
急
搬
送
を
実
施
し
ま

し
た
。

平成２６年度全国統一防火標語 もういいかい  火を消すまでは  まあだだよ平成２６年度全国統一防火標語 もういいかい  火を消すまでは  まあだだよ

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　
大
規
模
な
テ
ロ
等
の
緊
急
事
態
に
備
え
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
関
係
諸
機
関
と
連
携
強
化
を
図
り
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
１

　
平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
間
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
の
意
識
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な

ど
を
中
心
と
す
る
被
災
者
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
建
物
の
周
囲
や
敷
地
内
に
紙
く
ず
や
廃
材
な
ど
燃

え
や
す
い
も
の
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
時
、
場
所
に
出
し
て
い
ま

す
か
？

○
玄
関
、
物
置
、
車
な
ど
を
施
錠
し
て
い
ま
す
か
？

○
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー
は
防

炎
製
品
を
使
用
し
て
い
ま
す
か
？

○
郵
便
受
に
、
新
聞
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
達
さ
れ
た
ま

ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
洗
濯
物
の
取
り
込
み
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
用
部
分
を
物
置
が
わ
り
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
か
ご
に
、
物
を
置
い
た
ま
ま

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
外
出
時
、
お
や
す
み
前
、
ド
ア
や
窓
な
ど
を
施
錠

し
て
い
ま
す
か
？

○
家
族
で
放
火
防
止
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す

か
？

「
放
火
さ
れ
な
い
よ
う
に
目
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
」

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

認
定
救
急
救
命
士
に
よ
る
新
た
な
処
置
を
開
始

患
者
等
搬
送
事
業
者
を
認
定
し
ま
し
た

川
越
市
障
害
者
福
祉
課

電
　

話
　

番
　

号
　
０
４
９‐

２
２
４‐

５
７
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
　
０
４
９‐

２
２
５‐

３
０
３
３

Ｅ-m
ail sh

o
gaish

a@
city.kaw

ago
e.saitam

a.jp

川
島
町
健
康
福
祉
課

電
　

話
　

番
　

号
　
０
４
９‐

２
９
９‐

１
７
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
　
０
４
９‐

２
９
７‐

６
０
８
７

Ｅ-m
ail fu

ku
sh
i@
to
w
n
.kaw

ajim
a.saitam

a.jp

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX
２
２
５‐

２
５
６
４

　
救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
救
急
救
命

士
の
処
置
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に

次
の
処
置
を
平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

【
心
肺
機
能
停
止
前
の
静
脈
路
確
保
及
び
輸
液
】

　
こ
れ
ま
で
心
肺
機
能
停
止
状
態
の
傷
病
者
に
の
み
実

施
が
認
め
ら
れ
て
い
た
静
脈
路
確
保
及
び
輸
液
（
点
滴
）

が
、
血
圧
が
急
激
に
低
下
し
た
生
命
に
危
険
が
あ
る
傷

病
者
に
対
し
て
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
血
糖
測
定
及
び
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与
】

　
低
血
糖
発
作
が
疑
わ
れ
る
傷
病
者
に
対
し
て
血
糖
値

を
測
定
し
、
必
要
に
応
じ

て
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与

し
ま
す
。

　
新
た
な
処
置
を
実
施
で

き
る
救
急
救
命
士
は
、
所

定
の
講
習
を
修
了
し
た
認

定
救
急
救
命
士
で
、
現
在
、

９
名
で
運
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
継
続
し
て

養
成
を
図
り
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
当
消
防
局
で
は
、
平
成
26
年
９
月
30
日
、
要
件
を
満

た
し
た
事
業
者
『
合
資
会
社
　
ケ
ア
ラ
イ
フ
・
ソ
フ
ト
』

に
対
し
、
第
１
号
と
な
る
患
者
等
搬
送
事
業
者
認
定
証

を
交
付
し
ま
し
た
。

　
患
者
等
搬
送
事
業
と
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
車
椅

子
等
を
用
い
て
患
者
等
を
医
療
機
関
へ
の
入
退
院
、
通

院
及
び
転
院
並
び
に
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
送
迎
を
行

う
事
業
で
す
。

　
ま
た
、
認
定
を

受
け
た
事
業
者
の

搬
送
用
自
動
車
に

は
、
応
急
手
当
の

講
習
を
修
了
し
た

乗
務
員
が
乗
車
し
、

応
急
手
当
に
必
要

な
資
器
材
を
積
載

し
て
い
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
聴
覚
・
言
語
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
１
１
９
番

通
報
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
通
報
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
Ｗ
ｅ
ｂ
機
能
を
利
用
し
て
１
１
９
番
通
報

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
音
声
に
よ
る
通
報
が
困
難
な
方
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
川
越
市
及
び
川
島

町
か
ら
簡
単
に
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
運
用
開
始
　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

●
対
　

象
　

者
　
川
越
市
又
は
川
島
町
に
在
住
し
、
聴
覚

障
が
い
又
は
音
声
・
言
語
機
能
障
が
い
を
事
由
と
し
て
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
音
声
に
よ
る
１

１
９
番
通
報
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
登
録
制
で
す
。
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
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利
用
を
希

望
さ
れ
る
携
帯
電
話
又
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参
し
、

川
越
市
在
住
の
方
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川
越
市
障
害
者
福
祉
課
で
、
川
島

町
在
住
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方
は
川
島
町
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康
福
祉
課
で
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請
を
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て
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だ
さ
い
。 Ｗ

ｅ
ｂ
を
利
用
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
開
始
し
ま
す

中
学
生
を
対
象
に

災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）が
行
わ
れ
ま
し
た

「
埼
玉
県
・
川
越
市
国
民
保
護
実
動
訓
練
」に

参
加
し
ま
し
た

血糖値の測定

利用イメージ

　
平
成
26
年
９
月
１
日
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市
立
鯨
井
中
学
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に
お
い
て
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全
校
生
徒
を
対
象
と
し
た「
災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）」

が
行
わ
れ
、
消
防
職
員
も
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｇ
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デ
ィ
グ
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、
Ｄ
ｉ
ｓ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ

（
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
＝
災
害
）
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
想
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力
）
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ
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。

こ
の
訓
練
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地
図
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使
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し
て
行
う
た
め
、
場
所
や
資

器
材
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
、
問

題
点
や
こ
れ
か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な
ど

を
見
つ
け
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
帰
宅
途
中
に
地
震
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
、
実
際
に
生
徒
が
通
学
し
て
い
る
地
域

の
地
図
を
使
用
し
、
災
害
情
報
等
を
記
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
自
身
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
良
い
か

を
考
え
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
皆
、
真
剣
に
考
え
、

た
く
さ
ん
の
良
い
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地図を作成して地域を見直します！

放火を防ぐ１０のチェックポイント
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９
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団
に
配
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さ
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ン
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の
操
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方
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す
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の
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エ
ン
ジ
ン
始
動
、
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　私たち女性消防団員は、川越百万灯夏まつりにおいて、日頃行っている火災予防啓発活動や応急手当普及啓
発活動を皆さんに知って頂こうと、連雀町交差点に設営されたステージで腹話術と寸劇を用いて活動発表を行
いました。
　活動発表に向けて、約２ヶ月前から台本作成、配役決めを経て、週に１回の練習を行いました。今回は真夏
の活動発表ということで、団員の顔に直接フェイスアートを施して寸劇を実施しました。
　腹話術で人形の消ちゃんとお姉さんとの掛け合いから始まり、「♪～も
しかしてだけど～」と流行りのネタを取り入れて、笑いを誘いました。寸
劇では普通救命講習で取得している知識を活かして、うさぎのミミちゃん
とねずみのチュー太くんが、大福をのどに詰まらせ、意識がなくなってし
まったトコおばあちゃんに「背部叩打法と心肺蘇生」を行い、助けるお話
を演じました。
　また、川越市の住宅用火災警報器の設置率を報告するとともに、住宅用
火災警報器の種類を紹介し、普及を呼び掛けました。
　今後も引き続き、女性消防団員の認知度を上げるとともに、市民の皆様
に理解と協力を呼び掛けていきたいと思います。

活躍する女性消防団員

団  員  紹  介

各地区で防災キャンプに参加（南古谷分団・大東分団）
　川越市消防団では、地域に根差した活動として、各地区の『防災キャンプ』にも参加しています。今回は、平成26年8月
23・24日に南古谷地区と大東地区で開催された防災キャンプでの様子をお伝えします。

　川越市消防団は地域の一員として、自治会や地域の各種団体と連携し、これからも防火・防災・減災の為に地域に根差し
た活動を展開していきます。

　川越市消防団には、さまざまな想いを持った新しい団員さんが毎年入団しています。その中の二人をご紹介します。
【霞ヶ関分団　島村 彰団員（自営業）】

　私の消防団入団のきっかけは、霞ヶ関分団の方々からの熱心
な勧誘と、霞ヶ関地区で働く人間として、少しでも地域の役に立ち
たいとの思いからでした。入団当初は分からない事ばかりで戸
惑いましたが、先輩方の熱心な指導により、次第に溶け込むこと
ができました。
　今年度の6月に行われた消防ポンプ操法大会では、2番員に
選出され、厳しい練習を重ねた結果、納得のできる成績を収め
る事が出来ました。
　普段は石材業（自営）に従事しています。入団してからは人と人
の繋がりも増えたので、これからの仕事の面での広がりにも期待
しています。今後は、今まで以上に消防活動に力を入れ、地域の

皆様の安
全・安心
な生活に
貢献でき
るように
頑張って
いきたい
です。

【女性団員　山田 百代団員（学生）】
　私は、現在大学2年生です。消防団に入団したきっかけは、中
学生の時に消防音楽隊定期演奏会の幕間に見た女性団員の
活動紹介です。寸劇を通じて心肺蘇生法の大切さや住宅用火
災警報器の設置を呼び掛ける姿を見て、私もやってみたいと思
い大学入学と同時に入団しました。
　入団1年目は、規律訓練など慣れないことも多く、大変でした
が、先輩方のアドバイスや動きを参考にして楽しく身につける事
が出来ました。
　今年度は応急
手当普及員の資
格を取得し、救命
講習班の一員とし
て、展示や寸劇を
交えた指導を行っ
ています。
　年間を通じての
行事や活動は多いですが、やりがいを感じて取り組んでいます。
　これからも愛する川越のため、女性団員として市民の皆さまの
役に立てる活動を行っていきたいと思います。

私たちと一緒に消防団で地域活動をしてみませんか？　HPもありますのでぜひご覧ください。
興味のある方は　連絡先：消防局　総務課　消防団担当　℡ ０４９‐２２２‐０７４１

川越市消防団 検索

第
３
回
火
災
消
火
活
動
訓
練
を
実
施

川越市消防団だより 第四号

寸劇で女性消防団の活動を紹介

2線放水による包囲隊形

実際に角材を切断して操作確認

チェーンソーの操作説明の様子

　小型動力ポンプ付軽消防自動車が寄贈
されました
　平成27年1月11日、㈳日本損害保険協会から
川越市消防団へ、小型動力ポンプ付軽消防自動
車が寄贈されました。市内の狭隘な箇所での消
火活動など、様々な場面で地域防災力の向上の
ために活用していきます。

南古谷地区　『南古谷子ども防災キャンプ』
　南古谷分団(石井分団長)は、『南古谷子ども防災キャンプ』に参加しまし
た。防災キャンプは、小中学生の避難を想定し、南古谷中学校へ集合するこ
とからスタートし、中学生を中心とした「炊き出し訓練」、消防職員による「応
急手当・救命救急訓練」、女性団員による「腹話術やクイズ」、南古谷分団の
ポンプ車を使った「放水体験」などが行われ、初めて取り入れられた中学生
の「屋内消火栓での消火訓練」では、炎を模した的が見事倒されると周りか
ら大きな拍手が沸き起こるなど、参加した子どもたちはとても熱心に取り
組んでいました。他にも、はしご車の搭乗体験などが行われ、普段は触れる
ことのない消防車を前に参加した子どもたちは目を輝かせていました。

大東地区　『新・大東市民センターに泊まってみよう』
　大東分団(高橋分団長)は、大東子供サポート委員会主催『新・大東市
民センターに泊まってみよう』に参加しました。この催しでは避難所生
活の疑似体験を目的に、大東地区の児童約100名が市民センターに集
合し、1泊2日の避難所生活を体験しました。
　体験では、消防職員による「なまず号による地震体験訓練」や「煙体
験ハウスでの火災避難訓練」、「水消火器による消火訓練」が行われ、そ
の後に「大東分団のポンプ車展示」、学校別に分かれての「消火バケツ
リレー」、女性団員による「三角巾の使い方講習」が行われました。
　今回の体験を通じ、みんなの心に「自分たちの地域は自分たちで守
る」という気持ちを伝えることができたのではないかと思います。

南古谷地区での放水体験の様子

大東地区の三角巾の使い方講習

操法大会には2番員として出場 普段は石材業を営む

救命講習班で活動 今年、成人式です

ト
ル
調
整
、
停
止
方
法
の
手
順
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な
ど
を
確
認

し
、
そ
の
後
、
参
加
し
た
団
員
は

実
際
に
丸
太
を
切
断
し
、
新
た
な

装
備
品
の
操
作
方
法
を
体
得
し
ま

し
た
。

　
従
来
の
消
防
団
活
動
で
は
、
発

生
し
た
火
災
の
迅
速
な
消
火
や
、

火
災
の
未
然
防
止
が
活
動
の
中
心

で
し
た
が
、
消
防
団
に
対
し
地
域

の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
の
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化
や
法
制
度
の
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更
な
ど
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受

け
、
自
然
災
害
に
よ
る
、
倒
壊
家

屋
か
ら
の
救
助
な
ど
も
活
動
範
囲

に
想
定
し
て
、
「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め

に
実
践
的
・
応
用
的
な
消
火
活
動

訓
練
を
実
施
し
、
団
員
の
知
識
習

得
、
技
術
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

分
団
相
互
及
び
消
防
職
員
と
の
連

携
を
強
化
し
、
確
実
か
つ
、
迅
速

に
対
応
出
来
る
よ
う
、
今
後
も
訓

練
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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発活動を皆さんに知って頂こうと、連雀町交差点に設営されたステージで腹話術と寸劇を用いて活動発表を行
いました。
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が出来ました。
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講習班の一員とし
て、展示や寸劇を
交えた指導を行っ
ています。
　年間を通じての
行事や活動は多いですが、やりがいを感じて取り組んでいます。
　これからも愛する川越のため、女性団員として市民の皆さまの
役に立てる活動を行っていきたいと思います。

私たちと一緒に消防団で地域活動をしてみませんか？　HPもありますのでぜひご覧ください。
興味のある方は　連絡先：消防局　総務課　消防団担当　℡ ０４９‐２２２‐０７４１

川越市消防団 検索

第
３
回
火
災
消
火
活
動
訓
練
を
実
施

川越市消防団だより 第四号
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2線放水による包囲隊形

実際に角材を切断して操作確認

チェーンソーの操作説明の様子

　小型動力ポンプ付軽消防自動車が寄贈
されました
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川越市消防団へ、小型動力ポンプ付軽消防自動
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ポンプ車を使った「放水体験」などが行われ、初めて取り入れられた中学生
の「屋内消火栓での消火訓練」では、炎を模した的が見事倒されると周りか
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組んでいました。他にも、はしご車の搭乗体験などが行われ、普段は触れる
ことのない消防車を前に参加した子どもたちは目を輝かせていました。

大東地区　『新・大東市民センターに泊まってみよう』
　大東分団(高橋分団長)は、大東子供サポート委員会主催『新・大東市
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第五分団長　石川　貴洋
　このような結果が残せたのも、選手
はもちろん、分団が一丸となり努力し
てきた成果だと思います。この経験を
今後の消防活動に生かしていきます。

消防団長　宮前　守
　多くの皆様に支えられ、無事に大
会を終えられました。今後も、消防
団がひとつになって、安全なまちづ
くりに取り組んでいきます。

指揮者　沼田　勝利
　支えてくれた家族、ご支援いただ
いた皆様に感謝しています。全国大
会では、入賞はなりませんでしたが、
埼玉県代表として、全力を出し切り
ました。

１番員　長島　広明
　支えていただいた皆様に心から感謝
しています。長期に渡る訓練の中で、
色々な事がありましたが、全国の舞台
に立った時は本当に幸せでした。

２番員　道祖土　主典
　２月末から訓練を開始して、８ヶ
月半…「長かった」が率直な感想で
す。県大会優勝、全国大会出場と良
い経験をさせていただきました。

３番員　関　勝利
　辛く、厳しい時もありましたが、た
くさんの人に支えられて県大会、全国
大会に出場する事ができました。この
経験を次に生かして行きたいと思いま
す。

４番員　鈴木　孝
　感謝の気持ちを胸に全国大会に臨
みました。苦労をともにした消防団
の仲間、家族、支援してくださった
ＯＢ、消防職員、皆様ありがとうご
ざいました。

応援ありがとう。
今後も川島町消防団を
　　　よろしくお願いします！

☆活かす、きらめく、女性のチカラ☆～女性団員活動紹介～
　女性消防団員は今年度から、手作りの紙芝居を使用した
子ども向け防火教室を始めました！
　初披露となった川島春まつりでは、多くの幼児、小学生が
紙芝居の前に集まりました。紙芝居の後には、火の用心につ
いて消防団員と子どもたちで話し合い、火災予防のポイント
を確認しました。
　今後は、紙芝居に加え、体験型の防火訓練を組み入れ、さ
らに充実させていく予定です。幼いうちから「自分の身は自
分で守る」気持ちを育てられるよう、活動の場を広げていき
ますので期待してくださいね。
　この他にも、女性団員は、地域の防火教室や火災予防広報
活動などに参加しています。現在、11名が活躍中です。今後も住民の皆さんのお役に立てるよう、精いっぱいがん
ばっていきます。どうぞ、よろしくお願いします！！

安全安心のために　― 消防団の取り組み ―

◆水害に備えて、舟艇取扱い訓練を実施

◆川島町防災訓練に参加しました ◆認知症サポーター養成講座を受講

　平成26年7月20日、川島町白井沼地内の土地
改良区白井沼ファームポンドで舟艇取扱い訓練
を行いました。
　川島消防署職員の指導のもと、各分団が所有
しているゴムボートを組立て、舟艇操作訓練のほ
か、救命浮環の取扱い訓練も実施しました。救命
浮環を遠くに投げるのは、思った以上に難しく訓練の必要性を感じまし
た。
　川島町消防団では、水害時に資器材を活用し、迅速な救助活動が行
えるよう、今後も技術の習得に励んでいきます。

　平成26年7月17～20日、認知症への理解を
深めるため、認知症サポーター養成講座を受講
しました。非常時にどのように対応したらよい
かなど、今後の活動にいかしていきます。

　平成26年9月7日、川島町防災訓練が出丸小
学校で行われました。当日は雨のため、体育館で
応急処置、応急担架搬送法、ＡＥＤの訓練を消防
職員とともに住民の皆さんに指導しました。

川島町消防団
は、水防団とし
ても活動して
います。



消防団情報消防団情報

ー６ー火事・救急・救助は119番ー７ー 火事・救急・救助は119番

　
平
成
26
年
８
月
23
日
、
埼
玉
県
消
防

学
校
で
行
わ
れ
た
第
28
回
埼
玉
県
消
防

操
法
大
会
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
に
出
場

し
た
当
消
防
団
第
五
分
団
が
見
事
優
勝

し
、
同
年
11
月
８
日
に
東
京
臨
海
広
域

防
災
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
24
回
全
国

消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
両
大
会
と
も
に
、
消
防
団
員
の
技
術

の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防

活
動
の
充
実
発
展
を
目
的
と
し
て
二
年

に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ポ
ン
プ
車
操
法
と
は
、
設
置
さ
れ
た

水
槽
か
ら
給
水
し
て
、
火
点
と
呼
ば
れ

る
的
へ
放
水
し
、
撤
収
す
る
ま
で
の
一

連
の
操
作
を
行
う
も
の
で
す
。

　
全
国
大
会
で
は
、
惜
し
く
も
入
賞
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
経
験
を

生
か
せ
る
よ
う
、
今
後
も
消
防
団
活
動

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川島町消防団だより 第四号

消防団創設以来の
快挙じゃよ

埼
玉
県
消
防
操
法
大
会
で
優
勝
‼

全
国
消
防
操
法
大
会
で
敢
闘
賞
を
受
賞
‼

第五分団長　石川　貴洋
　このような結果が残せたのも、選手
はもちろん、分団が一丸となり努力し
てきた成果だと思います。この経験を
今後の消防活動に生かしていきます。

消防団長　宮前　守
　多くの皆様に支えられ、無事に大
会を終えられました。今後も、消防
団がひとつになって、安全なまちづ
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指揮者　沼田　勝利
　支えてくれた家族、ご支援いただ
いた皆様に感謝しています。全国大
会では、入賞はなりませんでしたが、
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ました。
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　支えていただいた皆様に心から感謝
しています。長期に渡る訓練の中で、
色々な事がありましたが、全国の舞台
に立った時は本当に幸せでした。
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月半…「長かった」が率直な感想で
す。県大会優勝、全国大会出場と良
い経験をさせていただきました。
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　辛く、厳しい時もありましたが、た
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大会に出場する事ができました。この
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みました。苦労をともにした消防団
の仲間、家族、支援してくださった
ＯＢ、消防職員、皆様ありがとうご
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応援ありがとう。
今後も川島町消防団を
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春の全国火災予防運動が実施されます
～実施期間：３月１日から３月７日の１週間～

　毎年、春の火災予防運動期間中に、幼年消防クラブ絵画展を開催し

ています。園児たちの描く個性あふれた消防車などの絵をぜひご覧く

ださい。皆さまのご来場お待ちして

います。

【開催日時・場所】

●2月28日㈯

午前10時30分～午後4時

アトレ6階コミュニティールームＡ

●3月1日㈰午前11時～午後4時　川越市市民会館

　消防局予防課　℡２２２－０７４４

虹 色 通 信 ～幼年消防クラブ絵画展～

川
越
地
区
消
防
組
合
定
例
表
彰
式

　
消
防
音
楽
隊
第
10
回
定
期
演
奏
会

　
川
越
市
市
民
会
館
で
定
例
表
彰
式
と
消
防
音
楽
隊
定
期

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

開 

催 

日
　
平
成
27
年
３
月
１
日
㈰

●
川
越
地
区
消
防
組
合
定
例
表
彰
式

　
開
式
時
間
　
午
後
１
時

　
閉
式
時
間
　
午
後
２
時

　
管
理
者
（
川
越
市
長
）
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰

●
川
越
地
区
消
防
組
合
消
防
音
楽
隊
第
10
回
定
期
演
奏
会

　
開
演
時
間
　
午
後
２
時
30
分

　
閉
演
時
間
　
午
後
４
時
（
予
定
）

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
を
お
聴
き
く

だ
さ
い
。
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災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

番
号
が
変
わ
り
ま
す

　
火
災
等
の
災
害
情
報
案
内
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
変
わ
り
ま
す
。

変
更
前
　
「
０
４
９‐

２
２
３‐

０
７
０
０
」

変
更
後
　
「
０
１
８
０‐

９
９
４‐

３
１
０
」

　
こ
の
番
号
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
災
害
発
生
場
所
、
災

害
種
別
を
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
多
数
の
人
が
同
時
に
災
害
情
報
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課 

℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

平成25年度決算 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出
※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
県支出金（一定の事業に使いみちを特定して県から交付されるもの）
国庫支出金（一定の事業に使いみちを特定して国から交付されるもの）
歳入合計

4,350,933,509円
6,254,327円
541,140円

166,941,258円
22,803,387円
164,600,000円
1,093,680円
26,864,000円

4,740,031,301円

（91.8％）
（ 0.1％）
（ 0.0％）
（ 3.5％）
（ 0.5％）
（ 3.5％）
（ 0.0％）
（ 0.6％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
歳出合計

5,122,027円
3,166,858円

4,334,828,345円
204,537,785円

4,547,655,015円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（95.3％）
（ 4.5％）

□発行／川越地区消防局　総務課
　　　　〒350-0823川越市神明町48-4　℡ 049-222-0741
　　　　http://www.119kawagoechiku.jp/

2015.2
第30号

平成26年中の火災・救急・救助件数

119番通報回数は24,765件でした。

火　災
救　急
救　助

１３２ 件
１６，１４３ 件

１８７件

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
人
命
救
助
・
消
火
・
救
急
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防

局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
人
命
救
助
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
小
仙
波
町
二
丁
目
　
　
　
納
所
憲
伸
さ
ん

◎
消
火
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
大
字
藤
間
　
　
　
　
　
　
青
田
武
二
さ
ん

・
川
越
市
大
字
大
仙
波
　
　
　
　
　
肥
塚
智
宏
さ
ん

・
川
越
市
仙
波
町
三
丁
目
　
　
　
　
菊
田
茜
利
さ
ん

・
川
越
市
大
字
小
堤
　
　
　
　
　
　
柏
井
喜
代
恵
さ
ん

・
川
越
市
大
字
下
広
谷
　
　
　
　
　
櫻
井
琢
磨
さ
ん

・
坂
戸
市
大
字
中
小
坂
　
　
　
　
　
内
田
航
輝
さ
ん

◎
救
急
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
旭
町
一
丁
目
　
　
　
　
　
松
井
　
茂
さ
ん

・
川
越
市
大
塚
二
丁
目
　
　
　
　
　
引
地
節
子
さ
ん

・
東
京
都
足
立
区
西
伊
興
一
丁
目
　
鶴
巻
達
之
さ
ん
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の
う
し
ょ

じ

た
け

せ
んよ

あ
お

た

ひ
ろ

ち

ひ

づ
か

し
ん

け
ん

き
く

た

り

た
く

さ
く
ら
い

ま

こ
う

う
ち

だ

き

ま
つ

い

し
げ
る

せ
つ

ひ
き

ち

こ

た
つ

つ
る
ま
き

ゆ
き

か
し
わ
い

し

え

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
命
の
大
切
さ
と
応
急
手
当
の
重
要
性
を
学
び
、
救
命

技
能
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
、
11
月
21
日
、
市
立
霞
ヶ
関
北
小
学
校

五
年
生
105
名
を
対
象
に
救
命
入
門
コ
ー
ス
の
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
救

急
隊
員
の
披
露
す
る
愉
快
な
寸
劇
や
、
３
択
ク
イ
ズ
で
応
急
手
当
の
目
的

や
必
要
性
を
学
ん
だ
小
学
生
た
ち
は
、
訓
練
用
の
人
形
を
使
い
、
心
肺
蘇

生
法
の
手
順
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　
「
身
近
な
人
が
急
に
倒
れ
た
時
に
、
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
！
」

と
意
気
込
み
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
小
学
生
は
体
重
が
軽
い
の
で
思

い
の
ほ
か
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
が
難
し
く
苦
戦
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
で
は
め
げ
な
い
小
学
生
た
ち
、
休
憩
時
間

も
率
先
し
て
自
主
的
に
訓
練
す
る
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
訓
練
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

手
順
を
理
解
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
学
校
以
外

で
は
ど
ん
な
場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
」
、
「
時
間
帯
に
よ

っ
て
使
え
な
い
場
合
は
な
い
か
」
な
ど
話
し
合
う
場
面
も
あ
り
、
積
極
的

に
考
え
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
講
習
の
終
わ
り
に
は
、
命
を
救
う
こ
と

の
難
し
さ
と
自
分
た
ち
が
担
う
役
割
の
重
要
さ
を
感
じ
、
一
段
と
引
き
締

ま
っ
た
表
情
で
参
加
証
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
を
き
っ
か
け
に
、
救
命
リ
レ
ー
の
第
一
走
者
と
し
て
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２
‐
０
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６
０

『
当
消
防
局
で
は
、
毎
月
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
』

　
突
然
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人
を
救
う
た
め
に
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
応
急
手
当
を
学
ん
で
、
知
識
と
技
能
を
身

に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※

救
命
講
習
の
詳
し
い
内
容
等
（
団
体
で
の
申
し
込
み
も
可
能
）
は
、

　
当
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
救
急
課
又
は

　
お
近
く
の
消
防
署
、
分
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


